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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第46期

第２四半期累計期間
第47期

第２四半期累計期間
第46期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 5,177,423 5,603,991 12,414,051

経常利益 (千円) 25,080 22,661 575,883

四半期(当期)純利益 (千円) 12,011 30,540 345,706

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,266,921 1,266,921 1,266,921

発行済株式総数 (千株) 7,716 7,716 7,716

純資産額 (千円) 2,560,390 3,084,809 2,993,547

総資産額 (千円) 7,853,873 8,530,499 8,284,102

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 1.56 3.98 45.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 32.6 36.1 36.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △882,181 △722,776 224,564

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △114,548 △14,377 △583,810

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 999,859 676,843 216,519

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 564,980 358,814 419,124
 

 

回次
第46期

第２四半期会計期間
第47期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 22.53 30.11
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

　 いては記載しておりません。

２ 売上高には消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間における日本経済は、企業収益や雇用環境は改善傾向にあるものの、新興国経済の減速や

英国のEU離脱をめぐる懸念などから,金融資本市場が不安定になるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で

あります。

また、建設業界においては、建築需要は底堅く堅調に推移しておりますが、労務費や建設資材価格の高止まりに

より、工事採算は厳しい状況にあります。

このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、従来の金属屋根では対応できな

かったビル・マンションへの防水屋根のほか、高機能・高品質屋根の普及に努めてまいりました。

この結果、当第2四半期累計期間の売上高は5,603百万円（前年同期比8.2％増）となり、その内訳は製品売上高が

2,980百万円（前年同期比4.7％減）、請負工事高が2,623百万円（前年同期比28.1％増）となりました。

損益面におきましては、営業利益は24百万円（前年同期比15.4％減）、経常利益は22百万円（前年同期比9.6％

減）となりました。また、法人税等調整額を△21百万円計上したことなどから、四半期純利益は30百万円（前年同

期比154.2％増）となりました。

なお、当社の売上高は建設業界固有のマーケット特性により、事業年度の後半に著しく増加する傾向にありま

す。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ246百万円増加し、8,530百万円となりました。その主

な要因としては、9月度の工事売上高増加に伴い完成工事未収入金が168百万円増加したこと、新工場増改築等に伴

う建設仮勘定が58百万円増加したことなどによるものです。

負債合計は前事業年度末に比べ155百万円増加し、5,445百万円となりました。その主な要因は、仕入債務の決済

増に伴い支払手形及び買掛金が629百万円減少したこと、一方で短期借入金が555百万円、長期借入金が162百万円そ

れぞれ増加したことなどによるものです。

純資産合計は、その他有価証券評価差額金が83百万円増加したことにより、前事業年度末に比べ91百万円増加し

3,084百万円となり、自己資本比率は36.1％になりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び預金同等物は、前事業年度末に比べ60百万円減少し358百万円となりま

した。なお、資金の増減内容については、主として以下の要因によるものであります。

営業活動によるキャッシュ・フローについては、税引前四半期純利益24百万円を計上し、売上債権の増加額153百

万円、仕入債務の減少額466百万円及び法人税等の支払145百万円などが資金のマイナス要因となり△722百万円（前

年同期は△882百万円）となっております。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、機械設備などの取得による支出22百万円(前年同期は106百万円)

などにより△14百万円（前年同期は△114百万円）となっております。

財務活動によるキャッシュ・フローについては、金融機関からの借入金実行が4,200百万円、借入金返済が3,482

百万円あったことなどにより、676百万円（前年同期は999百万円）となっております。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は53,287千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 主要な設備

前事業年度末において計画中であった、山梨新工場(山梨県笛吹市)への移設について、当第２四半期累計期間に

おいて投資予定額を750百万円から1,178百万円に変更しております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,160,000

計 29,160,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,716,063 7,716,063
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,716,063 7,716,063 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

― 7,716,063 ― 1,266,921 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

舩木 元旦 神奈川県藤沢市 1,986 25.7

舩木商事有限会社 神奈川県藤沢市亀井野403 724 9.3

全国元旦代理店持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 675 8.7

舩木　清子 神奈川県藤沢市 631 8.1

元旦ビューティ工業株式会社　
従業員持株会

神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 320 4.1

関東甲信越元旦会持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 308 3.9

元旦取引先持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 276 3.5

日鉄住金鋼板株式会社 東京都中央区日本橋本町１丁目５－６ 251 3.2

元旦ビューティ工業役員持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 204 2.6

東北北海道元旦会持株会 神奈川県藤沢市湘南台１丁目１－２１ 186 2.4

計 ― 5,564 72.1
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式   43,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,639,000 7,639 ―

単元未満株式 普通株式   34,063 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,716,063 ― ―

総株主の議決権 ― 7,639 ―
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② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
元旦ビューティ工業株式
会社

神奈川県藤沢市湘南台
１－１－21

43,000 ― 43,000 0.55

計 ― 43,000 ― 43,000 0.55
 

 

２ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1)　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 執行役員特販部長 坂本　浩 平成28年８月９日
 

 

(2)　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役執行役員営業本部長

兼特販部長
取締役執行役員営業本部長 加藤　誠悟 平成28年８月９日

 

 

(3)　異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

 

男性９名　女性１名（役員のうち女性の比率10％）
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成28年７月１日から平成28年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 442,229 381,920

  受取手形及び売掛金 1,662,584 1,649,286

  完成工事未収入金 962,103 1,130,805

  製品 523,590 458,506

  仕掛品 7,043 11,614

  未成工事支出金 370,051 286,304

  原材料 629,616 689,889

  その他 240,675 327,458

  貸倒引当金 △8,289 △9,055

  流動資産合計 4,829,605 4,926,730

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 645,093 623,404

   機械及び装置（純額） 199,240 202,534

   土地 1,892,712 1,887,381

   その他（純額） 70,418 127,058

   有形固定資産合計 2,807,465 2,840,378

  無形固定資産 51,304 46,915

  投資その他の資産   

   その他 767,611 886,308

   貸倒引当金 △171,885 △169,833

   投資その他の資産合計 595,726 716,474

  固定資産合計 3,454,496 3,603,769

 資産合計 8,284,102 8,530,499

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,502,536 1,872,760

  工事未払金 305,484 468,817

  短期借入金 731,680 1,286,820

  1年内償還予定の社債 40,000 22,500

  未払法人税等 155,827 23,684

  製品保証引当金 27,311 28,250

  その他 470,733 499,830

  流動負債合計 4,233,573 4,202,661

 固定負債   

  長期借入金 538,830 701,050

  退職給付引当金 428,234 442,834

  その他 89,916 99,143

  固定負債合計 1,056,980 1,243,028

 負債合計 5,290,554 5,445,690
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,266,921 1,266,921

  利益剰余金 1,544,095 1,551,620

  自己株式 △16,779 △16,779

  株主資本合計 2,794,237 2,801,761

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 199,310 283,048

  評価・換算差額等合計 199,310 283,048

 純資産合計 2,993,547 3,084,809

負債純資産合計 8,284,102 8,530,499
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 5,177,423 5,603,991

売上原価 3,751,005 4,138,784

売上総利益 1,426,417 1,465,207

販売費及び一般管理費 ※１  1,397,593 ※１  1,440,843

営業利益 28,824 24,363

営業外収益   

 受取配当金 4,531 7,535

 受取賃貸料 6,333 6,889

 売電収入 5,419 6,454

 その他 11,635 6,962

 営業外収益合計 27,919 27,841

営業外費用   

 支払利息 8,170 8,511

 手形売却損 7,300 6,193

 減価償却費 6,429 5,973

 その他 9,763 8,864

 営業外費用合計 31,664 29,543

経常利益 25,080 22,661

特別利益   

 固定資産売却益 ― 1,864

 特別利益合計 ― 1,864

特別損失   

 貸倒引当金繰入額 195 ―

 特別損失合計 195 ―

税引前四半期純利益 24,885 24,525

法人税、住民税及び事業税 12,361 15,827

法人税等調整額 512 △21,842

法人税等合計 12,873 △6,014

四半期純利益 12,011 30,540
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 24,885 24,525

 減価償却費 75,040 63,140

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,238 △1,285

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,607 14,600

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 1,091 939

 受取利息及び受取配当金 △4,600 △7,578

 支払利息 8,170 8,511

 売上債権の増減額（△は増加） △178,614 △153,354

 たな卸資産の増減額（△は増加） △338,771 83,986

 仕入債務の増減額（△は減少） △205,520 △466,443

 その他 △161,325 △142,964

 小計 △786,491 △575,922

 利息及び配当金の受取額 4,607 7,586

 利息の支払額 △9,286 △8,911

 法人税等の支払額 △91,011 △145,528

 営業活動によるキャッシュ・フロー △882,181 △722,776

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △106,061 △22,436

 有形固定資産の売却による収入 ― 10,674

 無形固定資産の取得による支出 △4,719 △1,660

 貸付金の回収による収入 1,275 630

 その他 △5,042 △1,584

 投資活動によるキャッシュ・フロー △114,548 △14,377

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 2,600,000 3,800,000

 短期借入金の返済による支出 △1,600,000 △3,300,000

 長期借入れによる収入 350,000 400,000

 長期借入金の返済による支出 △270,590 △182,640

 その他 △79,550 △40,516

 財務活動によるキャッシュ・フロー 999,859 676,843

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,129 △60,309

現金及び現金同等物の期首残高 561,851 419,124

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  564,980 ※１  358,814
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による影響は軽微であります。

 

(四半期貸借対照表関係)

　　受取手形割引高

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

受取手形割引高 1,766,843千円 1,043,430千円
 

　

(四半期損益計算書関係)

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

広告宣伝費 31,425千円 24,676千円

販売促進費 21,660 〃 31,321 〃

給料・賞与 628,924 〃 634,856 〃

退職給付費用 18,625 〃 20,560 〃

製品保証引当金繰入額 6,958 〃 32,346 〃

貸倒引当金繰入額 △918 〃 △555 〃

減価償却費 13,961 〃 12,502 〃
 

 

   売上高の季節的変動

前第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自 平成28年

４月１日 至 平成28年９月30日)

当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する傾向にあ

ります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 588,082千円 381,920千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

 △23,101 〃 △23,105 〃

現金及び現金同等物 564,980千円 358,814千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月29日
定時株主総会

普通株式 61,381 8.00 平成27年３月31日 平成27年６月30日 利益剰余金
 

(注)1株当たり配当額には、創業50周年記念配当５円を含んでおります。

 

当第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 23,016 3.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第２四半期累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 １円56銭 ３円98銭

    (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 12,011 30,540

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 12,011 30,540

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,672 7,672
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成28年11月14日

元旦ビューティ工業株式会社

　取　締　役　会 　 御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   片　　岡　　久　　依   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   細　　野　　和　　寿   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元旦ビューティ

工業株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第47期事業年度の第２四半期会計期間(平成28年７月１日

から平成28年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、元旦ビューティ工業株式会社の平成28年９月30日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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